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筑波犬学比較画理論文学会例会報告＜1989，90〉
　本学会では，一般文学・比較文学に関心を持つ研究者および学生の研究成果
の発表の場として，年三，四回程度の例会を開催しております。文学一般を既
製の概念だけではない多角的な視野からとらえてみるという観点から，それぞ
れの個人の関心に基づいた多種多様な研究発表がこれまでに行われてきまし
た。ここではそうした例会の概要を，本学会の前身である「文学研究会」が主
催となって開かれたものも含めて，報告させていただきます。　　（敬称略）
1989年度
。文学研究会シンポジウム
　6月7日（水）　於筑波大学人文・社会学系棟A501
　テーマ　　『物語の現在』　　「物語」のありか，あるいはその現状と可能性
　　　　　についての様々な視点からの議論
　　　　　パネリスト／上田仁志（筑波大学文芸・言語研究科文学専攻4年），
　　　　　椋平　淳（同），吉岡公美子（同），宮廻和男（同3年）　司会／田
　　　　　代真（同）
・文学研究会第1回例会
　8月乞9日（火）　於筑波大学学校教育部
　研究発表　・「謡曲『嬢捨』のシテについて　　本説の設定問題を手掛り
　　　　　　　とした人物設定　　」　金　忠永（筑波大学文芸　言語研究
　　　　　　　科文学専攻4年）
　　　　　　・「海泡石のパイプ　　これはパイプではない　　」　三浦京
　　　　　　　子（同5年）
　　　　　　・「誰だ，お前は？　物語の構造と王体の分裂　　芥川竜之介
　　　　　　　「影」試論　　」　浦崎佐知子（同4年）
一169一
　　　　　　　「書記文芸制度の自立」　荒木正純（筑碑大学文芸・言語学系
　　　　　　助教授）
　　　　　　。「竜宮の乙姫さまの贈物　　中性における竜宮白幻想　　」
　　　　　　　名波弘彰（同）
イ多士論文中間発表会
　9月！3日（水）　於筑波大学人文・社会学系棟B516
修士論文中間発表　・「日本文学における小人像の変遷」　今井純子（筑波
　　　　　　　　　　大学文芸・言語研究科文学専攻2年）
　　　　　　　　　　・「アーサー・シモンス研究　　リヒャルト。ウァー
　　　　　　　　　　　クナーとの比較考察　　」　富田雄一郎（同）
　　　　　　　　　　。「イメージの構造とその脱中心性　　　『老人と海』
　　　　　　　　　　　の場合　　」　中尾信一（同）
・第2回例会
　11月1日（水）　於筑波大学2B409
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アルス・ポ］ニテfカ研究発表　　・「『神凱における光学から詩　学への変容～浄罪篇第十
　　　　　　　　五歌第1～2γ行を申心にして～」藤谷遣夫（筑波大学文芸・
　　　　　　　　言語研究科文学専攻5年）
　レクチャー　　「二人の古典学者　　A　E　Hous狐anとGl1bertMurray
　　　　　　　　　　」　柳沼重剛（筑波大学文芸・言語学系教授）
・第3回例会
　！月24日（水）　於筑波大学人文・社会学系棟A501
　「説話のタイナミスム　　受容と変容の視点から　　」　内田　康（筑波
　　　　　　　大学文芸・言語研究科文学専攻1年）
　　　　　　・「変身　　インドの昔話」　難波美和子（同）
研究発表の後，筑波大学比較・理論文学会設立総会が行われました。
1990年度
・筑波大学比較・理論文学会第1回例会
　　　　　　　　　　　　　　　一170一
　4月21日（土）　於筑波大学人文・社会学系棟A50！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エりユーシオン研究発表　　　　　・「ギリシア。ラテン文学における日λ・σ1・リ観念の
　　　　　　　　　　　変遷」　岡田和子（筑波大学文芸・言語研究科文学専
　　　　　　　　　　　攻5年）
　　　　　　　　　　　「三富朽葉　散文詩『燦けた鍵』の成り立ち　　フ
　　　　　　　　　　　ランス象徴王義移入の一断面を探る　　」　小川亮
　　　　　　　　　　　彦（同4年）
学会設立記念講演　・「三島由紀夫　その生涯と文学　　王として比較文
　　　　　　　　　　　学的視野から　　」　村松　剛（筑波大学文芸・言
　　　　　　　　　　　語学系教授）
・第2剛列会
　6月27日（水）　於筑波大学人文・社会学系棟B5ユ6
研究発表　。「イメージの修辞的機能　　『老人と海』を中心に　　」
　　　　　　　中尾信一（筑波大学文芸。言語研究科文学専攻3年）
　　　　　　・「劇的次元考　　『コリオレイナス』の場合　　J　椋平
　　　　　　　淳（同5年）
・第3回例会
　9月26日（水）　於筑波大学人文・社会学系棟A501
研究発表　　「視点論のあらたな展開　　シェラール・ジュネソトの焦点
　　　　　　　化の議論について　　」　神郡悦子（筑波大学文芸　言語学
　　　　　　　系助手）
　　　　　　・「ハイデガーと文芸学」　三宅光一（常磐短期大学講師）
　　　　　　0“The　Image　of　Venice　in　Literature”　　Dr．Ame　Struve－Debeaux
　　　　　　　（筑波大学外国人教師）
本学会では，今後も定期的な例会の開催を予定しております。学会員のみな
らず，広く一般。比較文学に関心のある方々，文学一般を多角的な視野からと
らえてみたいと思っている方々の多数の御参加を心よりお待ちしております。
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